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１ 高齢者施策の重点的展開 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

1 高齢者たこバス

無料化 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
市民の移動手段として、たこバスの充実に向けて今後の

あり方を検討するとともに、特に、高齢社会が進展するな
か、高齢者の外出支援として、経済的な負担軽減を図るた
め、敬老優待乗車制度（たこバス分）を拡充する。 

 
【事業の内容】 
 〇70歳以上のたこバス運賃の無料化 
  ・現状半額（50円）→無料 
 
 〇たこバスの今後のあり方の検討 
  ・路線の充実・再編 
  ・新たな役割（買い物不便地域の対策など） 
 

高年介護室・

都市総務課 

24,300 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 24,300 

2 市制施行100周年

記念 寿タクシー

券 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  市制施行100周年を迎えるに当たり、これまでの明石の発
展への貢献に対する感謝の意を表すとともに、高齢者の記
念イベントへの参加を促進するため、敬老優待乗車制度（寿
タクシー券分）を拡充する。 

 
【事業の内容】 
 〇寿タクシー利用券の増額 

・現状2,000円分→4,000円分に倍増 
 

高年介護室 

130,000 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 130,000 
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高年クラブ等の

活動助成金の拡

充 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  高齢者が自主的に運営し、高齢期の生活を健全で豊かな
ものにする活動を充実させるため、高年クラブ等の活動助
成金を拡充するとともに、加入を促進する。 

 
【事業の内容】 
 〇高年クラブ活動助成金の拡充 
  ・会員30人以上       年額96,000円→120,000円 
  ・会員25人以上30人未満   年額24,000円→ 84,000円 
  ・会員10人以上25人未満(新設)年額     0円→ 60,000円 
   
 〇高年クラブへの加入促進 

・ＰＲ冊子の作成、配布 
  ・活動紹介などの地域セミナーの開催 
   
 〇シニア活動応援助成金の増額 
  ・１団体 最大40万円→50万円 

（整備費25万円、運営費25万円） 
 

高年介護室・ 

地域総合支援室 

30,891 

 

 

 

 

 

国・県 7,843 
起 債 0 
その他 2,575 
一般 20,473 

4 認知症施策推進

条例の制定に向

けた取り組み 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  すべての人が大切にされる社会の実現に向け、認知症に
なっても安心して暮らせる「やさしいまちづくり」を重点
的に推進するため、認知症施策の指針となる条例の制定に
向けた取り組みを進める。 

 
【事業の内容】 
 〇総合的認知症支援のための条例検討会 

・有識者や当事者、関係機関・団体などで構成 
・条例の内容などについて検討 

 

高年介護室 

511 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 511 
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１ 高齢者施策の重点的展開 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

5 認知症早期支援

の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを推進す
るため、認知症への早期支援につながる取り組みを行う。 

 
【事業の内容】 
〇認知症早期支援事業 
・新たに75歳になった人に対して、チェックシートの送
付 

・75歳以上の高齢者で市が作成するチェックシートを提
出した場合、図書カード500円分を贈呈 

・チェックシートの結果が｢認知症疑い有り｣に該当した
人に対し、医療機関の受診勧奨を行い、医療機関での
認知症診断などにかかる費用を助成 

 

高年介護室 

25,643 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 25,643 
一般 0 

6 地域総合支援セ

ンターの整備 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  生活上の様々な困難を抱える市民に対し、地域住民によ
る支え合いと公的支援とが連動し、総合的・包括的に支え
る体制を構築するため、旧あかねが丘学園敷地内で仮拠点
として開設している「あさぎり・おおくら総合支援センター」
の本拠点について、2020年４月の開設に向けた整備を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇センターの概要 
  ・建 設 地：旧あかねが丘学園屋外プール・テニスコー

ト跡地 
  ・敷地面積：約3,300㎡ 
  ・延床面積：約600㎡ 
  ・階 数：地上１階 
  
〇工事期間：2019年４月～2020年２月 

 

地域総合支援室 

336,200 

 

 
 

国・県 0 
起 債 320,000 
その他 0 
一般 16,200 

7 みんな食堂の開

設支援 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  こども、障害者、高齢者などすべての人が地域、暮らし、
生きがいを共に創り、高め合うことができる地域共生社会
の実現をめざし、こども食堂から、食を通じて、誰もが気
軽に立ち寄り、利用できる居場所である「みんな食堂」へ
発展させるための支援を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇みんな食堂開設支援事業助成金の支給 
   担い手に高齢者が一定数存在するなど、一定の要件を

満たすこども食堂の実施団体に対し、備品購入・改修費
の助成金を支給する。 

  
〇リハビリテーション専門職による支援 

ソフト面を含む総合的な福祉環境の整備を図るため、
市からリハビリテーション専門職を派遣し、みんな食堂
の担い手に対して専門的な技術支援を行う。 

  
〇対応力向上研修の実施 

高齢者や障害者などへの対応方法など、一定の知識や
技術を持った担い手を養成するため、みんな食堂の開設
にかかわる元気高齢者向けの研修を実施する。 
 

地域総合支援室 

6,530 

 

 
 

国・県 2,351 
起 債 0 
その他 3,315 
一般 864 



5 

 

１ 高齢者施策の重点的展開 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

8 みんなの給食プ

ロジェクト 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  地域による見守りや支え合いを推進するため、中学校給
食を活用して、支援を必要とする市民に温かい食事を届け
る。 

 
【事業の内容】 
  中学校コミセンにおいて、65歳以上のひとり暮らし高齢
者などに対して、昼食を提供する。 
・会場：中学校コミセン 

（モデル地区に加えて全中学校区で拡大実施） 
・対象：65歳以上のひとり暮らし高齢者など 
    （障害者や引きこもりの若者などへの拡大を 

検討） 
・時期：５月（新規校区は９月）実施予定 
・回数：月２回程度 
・費用：400円程度 
 

高年介護室 

5,541 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 2,688 
一般 2,853 

9 民生委員・児童委

員活動の支援 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  民生委員・児童委員などのきめ細やかな活動を支援する
ため、中核市移行後初めての一斉改選における定数の増員
や地域福祉講演会の開催を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇民生委員・児童委員などの定数増員 
  ・民生委員・児童委員（区域担当） 

17人増員予定（現行375人→392人） 
※各地区からの意見を踏まえて確定する。 

  ・主任児童委員 
    ５人増員予定（現行24人→29人） 
    ※小学校区に１人配置を目指す。（大久保小学校区担

当は、大久保地区と大久保北地区それぞれに配置
予定） 

  ・民生・児童協力委員 
    34人増員予定（現行750人→784人） 
    ※民生委員・児童委員（区域担当）１人につき２人

配置 
 
〇地域福祉講演会の開催（市、民児協共催） 
・「地域総合支援」の理念に基づく地域福祉の充実に向け
た啓発 

・民生児童委員活動の重要性のＰＲ 
 

地域総合支援室 

60,414 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 41 
一般 60,373 

10 高齢者暮らしの

安心手帳の作成 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよ
う、老後の不安の解消に向けて、自立した生活の支援に役
立つ「暮らしの安心手帳」を作成する。 

 
【事業の内容】 
 〇「暮らしの安心手帳～老後の不安解消のために～」の作     
  成 

 ・医療や介護などの福祉的支援に加え、住まい、終活な
ど生活全般に関する情報を掲載 

 ・コミセン、地域総合支援センター等で配布予定 
 

地域総合支援室 

3,000 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 3,000 
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１ 高齢者施策の重点的展開 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

11 高齢者運転免許

自主返納の促進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  運転に不安のある高齢者が免許をより返納しやすい環境 
を整え、事故の未然防止を図るため、「運転免許、返して安 
心プロジェクト」を実施する。 
 

【事業の内容】 
 〇対象者 
  ・65歳以上の高齢者 
  
 〇内容 

自主返納者や返納を勧めた人に対して、図書カードな 
  どを贈呈 

・自 主 返 納 者：図書カード（3,000円分）と反射材付 
きエコバッグ 

・返納を勧めた人：図書カード（1,000円分） 
 

交通安全課 

4,640 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 4,640 

12 高齢者の地域活

動表彰 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  地域の支え手としてボランティアや地域貢献活動を継続
している高齢者に感謝の意を表すため、その功績をたたえ
る。 

 
【事業の内容】 
  75歳以上で、ボランティアや地域貢献活動などを一定期
間継続して行っている人などを表彰する。 
・９月の高齢者福祉月間オープニングイベントで表彰式を
実施 

・賞状と記念品の贈呈 
 

高年介護室 

100 

 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 100 

13 敬老事業の推進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  敬老の意を表すとともに、高齢者の見守り活動の充実の 
一環として、敬老祝い金の支給や敬老会を開催する自治会 
等への補助金の交付、傘寿を祝う長寿写真の贈呈を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇敬老見守り訪問 
   民生児童委員が、９月の敬老月間に、対象者宅を訪問

し、敬老祝い金を本人に直接手渡すことで、高齢者の見
守り活動につなげる。 

  ・100歳 30,000円 
・88歳  10,000円 
・77歳   5,000円 

  
〇敬老会の開催 
  自治会等の地域団体が、９月の敬老月間に、長寿を祝
うために開催する催しに対して補助金を交付する。 

 ・１小学校区当たり 上限30万円 
 
〇長寿写真の贈呈 
  傘寿（80歳）の祝いとして、写真の撮影を行い、贈呈 
する。 

  

高年介護室 

44,638 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 44,638 
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１ 高齢者施策の重点的展開 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

14 高齢者の介護職

就労支援 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  高齢者の生きがいづくりや、介護保険施設、事業所の人
材確保につなげるため、高齢者の介護職場での就労活動を
支援する。 

 
【事業の内容】 
 〇介護職就職奨励金の支給 

65歳以上で介護職員初任者研修等の介護職資格を有す
る人で、介護施設や事業所等へ再就職をする場合に報奨
金を支給する。 
・一人あたり20,000円 

 
 〇介護職員初任者研修等の介護職資格の取得助成 
   65歳以上で、新たに介護職員初任者研修等の介護職資

格を取得しようとする人に、学習・就労支援として助成
金を支給する。 

  ・一人あたり30,000円（上限） 
 

高年介護室 

1,000 

 

 

 

 

国・県 450 
起 債 0 
その他 0 
一般 550 

15 シルバー人材セ

ンターの運営支

援 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  高齢者に就業及び地域貢献の機会を提供し、社会参加の 
促進と生きがいづくりに寄与するため、一般社団法人明石 
市シルバー人材センターの活動を促進する。 

 
【事業の内容】 
〇運営に対する補助 
 シルバー人材センターの主な事業 

  ・臨時的、短期的な就業機会の確保及び提供 
  ・就業に必要な知識及び技能の付与を目的とした講習会 

等の開催 
・就業相談の実施 など 

 
 〇加入・就業促進に対する支援 

・シルバーフェスティバルの拡充など 
 （加入・就業促進セミナーの実施、活動紹介ビデオの

制作等） 
 

高年介護室 

14,679 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 14,679 
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２ ハートフルハード整備 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

16 ホームドア設置

の促進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
障害者や高齢者をはじめ、誰もが安全で快適に鉄道を利

用できるよう、市内鉄道駅へのホームドアの設置を促進す
る。 

 
【事業の内容】 

ＪＲ西日本が実施するホームドア設置工事に対して、補
助金を交付する。（負担割合：国1/3、県1/6、市1/6） 
〇ＪＲ明石駅（3・4番線） 
・事 業 期 間：2017年度～2019年度 
・供 用 開 始：2019年度（予定） 
・概算事業費：約10億4,800万円 
・種   別：昇降式ホーム柵 

（2019年度） 
・設置工事費：429,516千円（うち明石市71,586千円） 

 
〇ＪＲ西明石駅（5・6番線） 
・事 業 期 間：2018年度～2020年度 
・供 用 開 始：2020年度（予定） 
・概算事業費：約13億4,600万円（設計により決定） 
・種   別：昇降式ホーム柵 

（2019年度） 
・設置工事費：789,300千円（うち明石市 131,550千円） 

 

都市総務課 

203,136 

 

 
 

国・県 0 
起 債 203,000 
その他 0 
一般 136 

17 人にやさしい道

づくり 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
交通安全・バリアフリーの促進のため、ユニバーサルデ

ザインの「人にやさしい道づくり」をハード・ソフト両面
から推進する。 
 

【事業の内容】 
 〇通学路安全対策  

・谷八木小学校他４校の通学路点検  
・大明石75号線他の歩道拡幅   
 

 〇交通安全対策 
  ・長坂寺線（あんしん歩行エリア）：工事、用地取得、 
                   物件補償 

・林崎松江海岸駅アクセス道路：用地取得、物件補償 
 
〇踏切安全対策  
・ＪＲ南畑：横断歩道橋設置  
・ＪＲ地西：拡幅（歩道設置）  
・山電東二見農協前：拡幅（歩道設置）  

 
〇自転車利用環境整備  
・大久保駅南地区（大久保417号線）他  

  
〇交通安全教育・啓発 

  ・学校園、自治会、高年クラブ等への交通安全教室 
  ・模擬交通事故再現による自転車交通安全教室（高校） 
  ・ドライビングスクール（サポート車体験含む） 
  

道路整備課・ 

交通安全課 

758,506 

 

 

 
 

国・県 352,100 
起 債 263,600 
その他 133,333 
一般 9,473 
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２ ハートフルハード整備 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

18 西明石活性化プ

ロジェクト 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
西明石活性化プロジェクト協議会で取りまとめられた

「まちづくりの姿」における西明石地域のまちづくりの課
題の解決を図るため、西明石地域の活性化につながる取り
組みを推進する。 

 
【事業の内容】 
・西明石地域共通の最優先課題である「駅及び駅周辺の安
全性と利便性が低いこと」及び「行政サービス機能及び
地域交流拠点が不足していること」について、それらの
解決に向け、第一段として、旧国鉄清算事業団用地を活
用した取り組みを推進する。 

・同用地の活用に当たっては、広く西明石駅周辺を視野に
入れつつ、ＪＲ西日本等の関係機関との協議をはじめ、
開発条件を整理し、事業スキーム、建物の詳細、公共施
設の規模・配置及びその活用について検討を行うととも
に、事業実施後の交通量予測及び安全性確認等を実施す
る。 

 

都市開発室 

6,011 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 6,011 

19 ＪＴ跡地の開発 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
ＪＴ跡地において、周辺と調和のとれたまちづくりを行

うため、民間事業者による良質なマンション建設等の促進
を図るとともに、市民の利便に資する公共公益施設の整備
に向けた検討を行う。 

 
【事業の内容】 
・2018年度に売却した民間活用用地について、事業者によ
る適切な開発に向けた協議・調整 

・ＪＴ跡地内の公共公益施設用地15,000㎡の活用検討及び
その管理 

 

都市開発室 

18,008 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 18,008 

20 (仮称)17号池公

園の整備 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  浜西第17号池の再整備により生み出される土地を活用し
た運動公園を整備し、市民がスポーツ及び自然に親しむこ
とによる健康促進を図るとともに、こどもから高齢者まで
誰もが憩える空間を創出する。 

 
【事業の内容】 
  野球場や各種スポーツのできる多目的広場、景観に配慮 
 した周遊路などを備えた運動公園を整備する。 
・公園整備用地：約5.4ha（地権者からの寄附及び無償借地） 

 ・概算事業費：約９億円 
 ・事 業 期 間：2018～2021年度 
 ・供 用 開 始：2022年度 
（2019年度） 
・基盤整備工事（造成、進入路整備等） 

 

緑化公園課 

305,500 

 

 
 

国・県 150,000 
起 債 150,300 
その他 0 
一般 5,200 
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２ ハートフルハード整備 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

21 二見人工島のサ

ッカーグラウン

ドの整備促進 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  市民のスポーツ振興と健康増進の一環として、サッカー
グラウンド用地として、市が所有する明石海浜公園隣接地
を活用した（一社）兵庫県サッカー協会によるサッカーグ
ラウンドの整備を促進する。 

 
【事業の内容】 
 ・整備内容：サッカーグランド１面、フットサルコート２ 

面、駐車場、クラブハウス、照明設備など 
・整備面積：約19,200㎡（現在の臨時球技場西側半分） 

 ・事業期間：2019年４月～８月 
・供用開始：2019年秋ごろ（予定） 

 

緑化公園課 

0 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 0 

22 市役所庁舎建替

えに向けた取り

組み 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
1970年に竣工した現市役所庁舎について、老朽化や耐震

性不足への対応はもとより、市民サービスの向上や防災機
能の強化、バリアフリー・ユニバーサルデザインの導入を
図るため、建替えに向けた検討を行う。 

 
【事業の内容】 
〇基礎資料の作成 
・候補地の特徴：交通の利便性、防災面のリスク、 

まちの活性化への影響 など 
・整備イメージ：建築概要、事業費、スケジュール、 

事業手法 など 
 
〇市街地再開発事業に関する実現可能性の検討 
・事業スキーム、スケジュール など 

 
〇新庁舎整備方針の取りまとめ 
・上記内容及び市議会での議論等を踏まえ、整備場所や
スケジュール・事業手法等の新庁舎整備方針を取りま
とめる。 

 

都市開発室 

29,950 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 29,950 

23 ハザードマップ

の改定 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  災害による市民の生命及び財産への被害を防止・軽減す
るため、前回作成から約５年が経過しているハザードマッ
プについて、最新の情報へ更新するとともに、近年の災害
を踏まえ、より分かりやすく、より見やすいものに改定す
る。 

 
【事業の内容】 
 〇改定方針 

・現行版を全面的に改定し、災害発生時に必要となる行
動や用語の説明などを分かりやすく記載する。 

・ページ数を現行版の約２倍に増やし、災害種別に応じ
た区割り・縮尺を設定し、図面表示を大きくする。 

  
〇印刷仕様 

  ・Ａ４版冊子（32ページ程度）     13万部 
  ・Ａ０版ポスター（地震災害・風水害） 各100部 
  
〇市民への全戸配布 

  ・出水期（６月）までに市内住宅への全戸配布を行う。 
 

総合安全対策室 

17,259 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 17,259 
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２ ハートフルハード整備 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

24  安全で利便性の

高い幹線道路の

整備 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  交通渋滞の解消や都市交通の円滑化など道路機能の向上
とともに、周辺の土地利用増進などを図るため、幹線道路
の整備を進める。 

 
【事業の内容】 
 〇江井ヶ島松陰新田線 
   大久保北部と神戸市西区を結ぶ幹線道路であり、国道

２号や県道神戸明石線の渋滞緩和を図るため整備を行
う。 

   ・事 業 延 長：1,500ｍ 
   ・事 業 期 間：2016年度～2023年度 
   ・全体事業費：約14億円 
 （2019年度） 
  ・橋梁詳細設計、橋梁下部工事、用地取得、物件補償 
 

道路整備課 

350,000 

 

 
 

国・県 150,000 
起 債 200,000 
その他 0 
一般 0 

25 まちの安全を守

る浸水対策の推

進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  地球温暖化による台風の大型化やゲリラ豪雨等の頻発、
都市化による雨水流出量の増大に伴い、浸水被害が発生し
ていることから、市民の生命・財産、都市機能を浸水被害
から守るため、雨水施設を整備する。 

 
【事業の内容】 

〇雨水管渠の整備 
  ・山下町（２工区）雨水管布設工事 
  ・上ノ丸３丁目雨水管布設工事   ほか 
 

下水道整備課 

265,000 

 

 
 

国・県 45,000 
起 債 220,000 
その他 0 
一般 0 

26 安心で安定した

水道の供給に向

けた老朽管の整

備 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  水道施設の強靭化を図るために作成した老朽管更新計画
に基づき、漏水・赤水等の事故を抑制し、耐震化を進める
とともに、災害時に重要な給水拠点となる避難所や病院な
どまでの重要管路を更新する。 

 
【事業の内容】 

〇重要管路更新 
・小中学校等の避難所、病院、耐震性貯水槽等を重要給
水施設と設定し、当該施設までの配水管のうち非耐震
管を更新 

・更新予定延長 2,200ｍ 
 

〇面的整備 
・古い鋳鉄管及び強度の弱い塩化ビニル管を更新 
・更新予定延長 2,890ｍ 
 

工務担当(水道) 

762,300 

 

 
 

国・県  
起 債 380,000 
その他 382,300 
一般  

27 市民を守る消防

力の向上 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
あらゆる災害に適切に対応し、市民の生命、身体及び財

産を守るため、消防車両整備計画に基づき、経年劣化した

消防車両と積載資機材を更新し、充実強化を行う。 

 

【事業の内容】 

・化学消防自動車の更新整備（１台） 

・高規格救急自動車の更新整備（１台） 

 

消防総務課 

127,324 

 

 
 

国・県 0 
起  債 126,000 
その他 0 
一 般 1,324 

 



12 

 

３ まちの賑わいの創出と魅力の発信 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

28 市制施行 100 周

年記念事業の推

進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
こどもから高齢者まで幅広い世代の市民が地域愛を育む

機会を創出するとともに、次の100年のまちづくりにみんな
で取り組む契機とするため、「『ふるさと明石』への愛着を
深める」「『わがまち明石』の魅力を広める」「『やさしいま
ち明石』の創造発信」の３つをテーマとして市制施行100周
年記念事業を実施する。 

 
【事業の内容】 
・Ｂ-１グランプリin明石 
・あかし伝統夢まつり 
・「開運！なんでも鑑定団」等公開収録番組の誘致 
・記念切手シートの作成 
・100周年記念周知事業（横断幕、のぼり設置等） 
・明石城築城400周年記念事業との連携 

  
（参考） 
・市制施行100周年記念式典（市長室所管） 
・100周年記念本作成（広報課所管） 
・100周年記念給食献立の提供（学校給食課所管）  ほか 

                     

市制施行 100

周年記念事業

推進室 

247,900 

 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 247,900 

29 シティセールス

の取り組み 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
人口や賑わいの増加などの好循環が生まれているやさし

いまち明石の魅力を多くの人に知ってもらい、明石を選ん
でもらうため、本市の恵まれた居住環境や、市が実施する
施策などを市内外に広く発信する。 

 
【事業の内容】 
〇マスメディアへの情報発信 

  ・本市の持つ魅力を素材ごとに整理し、ターゲットに合
うように魅力的にアレンジを行い、東京・関西圏の有
力メディアに向けて効果的な発信を行う。 

 
〇移住定住促進施策の拡充 

  ・人口30万人に向け、選ばれるまち明石のＰＲを近隣の
みならず大阪通勤圏までに拡大し、移住定住の促進を
目指す。 

 
〇明石たこ大使さかなクンの活用 

  ・半夏生及び市制施行100周年記念事業における「おさか
な教室（仮）」の実施（実施時期：７月、11月） 

・明石駅前再開発ビル５階「さかなクンコーナー」の 
リニューアル 

 
〇ふるさと納税の拡充 

  ・返礼品のラインナップ強化及び申込窓口の拡充などを 
   図り、より多くの人に明石の魅力を実感してもらうこ 
   とにより、ふるさと納税における歳入増を目指す。 
 

シティセール

ス課 

111,265 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 160,000 
一般 △48,735 
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３ まちの賑わいの創出と魅力の発信 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

30 産業振興の取り

組み 

 

 

（新規・拡充） 

【趣旨・目的】 
  市制施行100周年を契機として、市内産業の更なる発展を 
図るため、商店街で開催される記念イベントや、事業者が
行う先進事例の調査研究に対して補助を行うとともに、担
い手不足の解消に向けて、東京圏からの移住・就業・起業
を促進する。 

 
【事業の内容】 
〇市制施行100周年記念イベント開催への補助 
 ・内 容：まちの賑わいの創出や交流人口の増加を促進

するイベント 
 ・対 象：市内商店街等 
 ・補助額：イベント経費の２／３ 

（現状上限50万円→100万円に倍増） 
 
〇先進事例の視察等調査研究への補助 
 ・内 容：水産業、農業、商業、工業などの各種産業分

野の先進事例の視察等 
 ・対 象：市内事業者のグループ（２人以上） 
 ・補助額：調査研究費の１／２（上限10万円） 
 
〇兵庫県と連携した移住・就業・起業への支援 
 ・対 象：東京圏から移住し、中小企業等に就職又は起

業した人 
 ・支給額：移住支援 最大100万円 

（負担：国１／２、県１／４、市１／４） 
      起業支援 最大200万円 
      （負担：国１／２、県１／２） 
 

産業政策課 

24,000 

 

 
 

国・県 3,000 
起 債 0 
その他 0 
一般 21,000 

31 「時のまち」の発

信 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  「明石市制施行100周年」及び2020年に迎える「天文科学
館開館60周年」「時の記念日100周年」の機運を高め、全国
に発信していくため、企画事業の実施や設備の整備を行う。  

 
【事業の内容】 
〇市制施行100周年記念事業 
・特別展「ユニバーサルデザイン展～やさしい天文展示～
（仮称）」 

  ・プラネタリウム投影「138億光年 宇宙の旅」 
  ・松本零士特別講演会 
 
〇開館60周年に向けた取り組み 

  ・開館60周年関連デザインの作成 
  ・オリジナルグッズの製作 
  ・プラネタリウム投影機オーバーホール予備調査 
  ・大型映像装置の更新 
 

天文科学館 

11,593 

 

 
 

国・県 0 
起 債 8,200 
その他 2,972 
一般 421 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

32 明石こどもセン

ター（児童相談

所）の開設 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  2018年４月に中核市に移行し、「こどもを核としたまちづ
くり」を推進する本市として、こどもの命と権利、未来を
守るセーフティネットの役割を果たすため、関西の中核市
で初となる児童相談所である明石こどもセンターを2019年
４月に開設する。 

 
【事業の内容】 
  身近な子育て相談等の市町村機能に加え、高度で専門的
な相談等に対応する児童相談所機能を併せ持ち、相談受付
から家庭復帰後の支援まで、一貫した体制により、迅速か
つ確実にこどもや家庭への支援を実施していく。 

 
〇児童虐待への対応 
・児童虐待通告への対応、児童の保護 
・児童虐待防止に向けた啓発 
・こどもすこやかネット（要対協）の調整及び運営 など 

 
〇こども・家庭への支援 

  ・養育支援が必要なこども・家庭への支援 
  ・措置児童の家庭復帰及び家庭復帰後の支援 
  ・子育て相談ダイヤル、ショートステイ事業の実施 など 

 
〇社会的養育の推進 

  ・里親登録、研修及び支援、委託の実施  
・あかし里親１００％プロジェクトの推進 など 

 
〇障害・療育相談への対応 

  ・療育手帳の判定及び更新、発行 
  ・こどもの育成及び障害、発達等への相談対応 など 
 

子育て支援室 

824,691 

 

 

 

 

国・県 365,332 
起 債 0 
その他 2,839 
一般 456,520 

33 （仮称）関西こど

も研修センター

（あかし研修所）

の整備 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
児童虐待防止の強化に向け、児童相談所職員などの専門

性の向上を図るため、国の「虐待・思春期問題情報研修セ
ンター事業」として研修を行う西日本の拠点施設を整備す
る。 

 
【事業の内容】 
 〇センターの概要 
  ・建 設 地：明石こどもセンター北側  
  ・施設構造：鉄骨２階建て 
  ・供用開始：2020年４月（予定） 
  ・事業内容：国の研修事業の一環として、児童相談所、

児童福祉施設などの職員を対象にした高度
で専門的な研修を実施 

  
〇実施主体 

  ・一般財団法人あかしこども財団 
 
（参考） 
 ・東日本の拠点：子どもの虹情報研修センター（横浜市） 
 

子育て支援室 

670,000 

 

 
 

国・県 670,000 
起 債 0 
その他 0 
一般 0 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

34 保育所の給食費

（副食費）の無料

化 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  子育て家庭の経済的な負担を軽減し、子育てしやすい環
境を一層整えるため、2019年10月から国が実施する幼児教
育・保育の無償化施策では対象とならない保育所などの給
食費（副食費）について、明石市独自の補助を行い、無料
化する。 

 
【事業の内容】 
 〇対象者 

・認定こども園および保育所（園）在園の３～５歳児 
  
〇対象額 
・副食費基準単価相当額（月額約4,500円） 

 

こども育成室 

110,000 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 110,000 

35 待機児童の解消 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
2020年４月の待機児童解消を図るため、1,200人規模の受

け入れ枠の拡充とそれに伴い必要な保育士の確保策を実施
し、保育の量と質を確保する。 

 
【事業の内容】 
〇受け入れ枠の拡充 合計1,200人 
・保育所、認定こども園の新設等 860人 
・小規模保育施設の設置等 155人 
・既存保育所の定員増、企業主導型保育事業の推進等 185人  
※将来の潜在的な保育ニーズにも対応可能な未就学児童
数の50％を超える児童が利用できる環境を整備（合計
9,400人分） 

 
〇保育士の処遇改善（継続） 
・私立保育所等の保育士の定着を促進するため、採用後
７年間で最大150万円の定着支援金を支給 

・保育士の処遇改善を実施する私立保育所等に対し、月
額給与増額分の１／２、１万円を限度に助成 

・採用から５年までの保育士のために私立保育所等が宿
舎を借り上げる場合、月額８万２千円を限度にその費
用の一部を助成 

 
〇保育士の就労支援（継続） 
・保育士総合サポートセンターによる求職者と保育所等
のマッチングの実施、インターネットを活用したタイ
ムリーな求人情報の発信、求職者獲得機能の強化 

・保育士就職フェアや保育所見学バスツアーの開催 
・保育士養成学校への積極的なＰＲの実施 

 
〇保育所職場環境向上に向けた取り組み（継続） 
・保育士の定着のため職場環境向上に取り組む法人に対
する支援を実施 

 
〇保育の質の向上に向けた取り組み（継続） 
・新卒保育士向け等階層別研修の実施 
・キャリアアップ研修の実施 

 

待機児童緊急

対策室 

3,427,779 

 

 
 

国・県 2,260,834 
起 債 794,300 
その他 60,321 
一般 312,324 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

36 認可外保育施設

の質の確保 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  保育の質の確保を図るため、認可外保育施設について、

2019年10月から国が実施する幼児教育・保育の無償化施策
の対象となる基準を条例で定めるとともに、国の指導監督
基準を満たすために必要な指導や支援を行う「あかしの保
育所100％あんしんプロジェクト」を実施する。 

 
【事業の内容】 
 〇「（仮称）幼児教育・保育無償化の実施に関する認可外保 

育施設等の運営に関する基準に係る条例」の制定に向け
た取り組み 

  ・無償化の対象となる認可外保育施設の基準を定める。 
 
〇指導監督基準すべてに適合、もしくは、一部（ソフト  
面の基準）に適合する施設への移行や維持に対する支援 

 ・備品整備など施設の充実に対する助成 
  ・児童・職員の健康診断費への助成 
  ・保育に関する年間計画などの作成 
  ・職員等処遇改善費への助成 など 
 
〇安全、保育実務などの研修の実施 

 

こども育成室 

17,500 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 17,500 

37 幼稚園等預かり

保育の第２子以

降無料化 

 

 

 (拡充) 

【趣旨・目的】 
待機児童対策の一環として、幼稚園の利用を促進するた

め、保育所等の利用者との負担額の差を解消することとし、
保育所等の入所要件を満たす世帯が利用する幼稚園等の預
かり保育料について、第２子以降無料化する。 

 
【事業の内容】 
・対象児童：保育所等の入所要件を満たすこども（約250名） 
・対象施設：公立・私立の幼稚園及び認定こども園 
・実施時期：2019年４月～９月 
 
※2019年10月からは、国が実施する幼児教育・保育の無償
化施策の対象として、幼稚園等の預かり保育料（保育の
必要性が認定されたこどもが利用する場合）が無償とな
ることから、上限額等の実施方法を先取りして実施する。 

 

こども育成室 

13,800 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 13,800 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

38  妊娠期からの切

れ 目 な い こ ど

も・子育て支援の

強化 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  安心して出産・育児ができる環境の充実を図るため、妊
婦健康診査にかかる費用への助成を拡充するとともに、専
門職による訪問指導や医療機関との連携による産後ケアな
どの支援を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇妊婦健康診査にかかる費用への助成の拡充 
   市内産婦人科医療機関で実施する妊婦健康診査を無料   
  化する。 

・助 成 額：現状82,000円→120,000円に増額 
・対 象 者：市内在住の妊婦 
・助成方法：受診券を交付 

  
〇新生児訪問 

   保健師・助産師の専門職が、すべての新生児・乳児家
庭を訪問する。 

  ※民生児童委員によるこんにちは赤ちゃん訪問から移行 
 
〇産後ケアモデル事業の実施 

   医療機関や助産所と連携し、産後直後の母体の回復や
育児不安の軽減、授乳指導などの支援を行う。 

 

こども健康課 

347,860 

 

 
 

国・県  26,944 
起 債 0 
その他 0 
一般 320,916 

39 小中学校特別教

室と幼稚園への

エアコンの設置 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  こどもの体力・健康維持や学習環境の向上、地域の拠点
としての学校施設の活用に向けて、小中学校の特別教室や
幼稚園の保育室などにエアコンを設置する。 

 
【事業の内容】 
〇小学校（全28校） 
2019年度からの２か年で全校の特別教室等に設置 

  ・2019年度設置予定校（16校） 
   朝霧、人丸、中崎、鳥羽、沢池、藤江、花園、大久保、

大久保南、山手、江井島、魚住、清水、錦浦、二見北、
二見西 

  ・2020年度設置予定校（12校）の実施設計 
   明石、松が丘、大観、王子、林、和坂、貴崎、高丘東、

高丘西、谷八木、錦が丘、二見 
 
〇中学校（全13校） 

  ・2020年度に予定する特別教室等への設置にかかる実施
設計 

 
〇幼稚園（全27園） 

  ・４、５歳児の保育室等への設置 
 

学校管理課・

こども育成室 

581,600 

 

 

(次年度繰越分含む) 

国・県 60,800 
起 債 520,800 
その他 0 
一般 0 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

40 子育て支援セン

ターおおくぼの

充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  子育て支援センターおおくぼの機能充実を図るため、イ
オンショッピングセンター内から明石こどもセンター内へ
移転するとともに、こども図書室を新設する。 

 
【事業の内容】 
子育て支援センターおおくぼ 
・開 所 日：火～日曜日（月曜日、年末年始は休所） 

 ・開所時間：9:00～16:00 
（プレイルーム） 

   ・利用対象者：3歳以下のこどもとその保護者 
   ・定   員：30名程度 
   ・授乳室・多目的トイレ設置 
   ・子育て相談や様々なイベントも実施 

   
（こども図書室） 

    ・利用対象者：小学生までのこどもとその保護者 
    ・定   員：30名程度 

・蔵 書 数：約4,000冊 
    ・多目的トイレ設置 
 

子育て支援課 

15,682 

 

 
 

国・県  4,734 
起 債 0 
その他 0 
一般 10,948 

41 あかし里親100％

プロジェクトの

推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  すべてのこどもが、家庭のぬくもりを感じながら一人ひ
とりに望ましい環境で生活できるよう、里親の質の向上に
必要な研修や里親子への支援を行うとともに、里親の裾野
を広げる取り組みを行い、こどもと家庭を地域みんなで支
えるまちづくりを推進する。 

 
【事業の内容】 
 〇里親制度の周知・啓発 
  ・里親カフェ（地域里親等交流）事業の実施 
  ・出前講座、フォーラムの実施 など 

 
〇相談・支援体制の充実 

  ・あかし里親センターの設置 など  
 

〇関係機関との連携 
  ・あかし里親推進連絡会議の開催 など 
 
 〇「こどもお泊り家庭」モデル事業の実施 
  ・保護者による養育が一時的に困難になった際、こども

を数日間地域の家庭で預かる取り組み 
 

子育て支援室 

14,252 

 

 

 
 

国・県 5,958 
起 債 0 
その他  0 
一般 8,294 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

42 放課後児童クラ

ブの充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  幼児教育・保育の無償化や大規模保育所の整備等に伴う
放課後児童クラブへの将来的なニーズの増加を見据え、入
所希望者全員を受け入れる体制を整えるため、指導員及び
施設を確保するとともに、こどもの成長にとってふさわし
い環境づくりに向けた取り組みを実施する。 

 
【事業の内容】 
 〇指導体制の充実 

・優秀な指導員を安定して確保するため、指導員の処遇
の改善 

・スーパーバイザーの新規配置や、主任指導員の更なる
配置などによる指導体制の強化 

・研修制度の見直しによる指導員の資質の向上 
 
〇育成内容の充実 
・保護者からのニーズを踏まえ、夏休み期間のみ入所の
実施クラブを拡充し、10児童クラブで実施 

 
〇施設整備 
・将来的な利用者推計に基づき、学校の余裕教室や放課
後の特別教室などを最大限に活用した施設整備を計画
的に実施 

 

こども育成室 

687,360 

 

 
 

国・県 237,912 
起 債 0 
その他 283,000 
一般 166,448 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

43 誰にもやさしい

学校づくりの推

進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
 ハード・ソフト両面から、誰にもやさしい学校づくりを 
推進するため、施設のバリアフリー化や、誰にも分かりや 
すい授業づくり、障害理解の促進などを図る。 

 
【事業の内容】 
 ＜ハード面＞ 
 〇トイレの洋式化・バリアフリー化 
  ・小学校（３校） 
    工 事：藤江小学校、大久保小学校 
    実施設計：山手小学校 

・中学校（２校） 
    工  事：魚住東中学校 
    実施設計：大久保中学校 

・幼稚園（１園） 
    工  事：二見北幼稚園 
 
 〇エレベーターの設置 

・小学校（２校） 
    工  事：高丘西小学校 
    実施設計：大久保小学校 

・中学校（２校） 
    工  事：朝霧中学校 
    実施設計：江井島中学校 
 
 ＜ソフト面＞ 
〇児童生徒の障害理解の促進 
・手話体験教室、バリアフリー教室、パラリンピック種 
目「ボッチャ」の体験 など 

 
 〇教職員の研修の充実 
  ・授業のユニバーサルデザイン化や障害者スポーツに関

する研修、ユニバーサルマナー検定 など 
 

学校管理課・

学校教育課・

あかし教育研

修センター 

 

421,446 

 

 

 

 

国・県 50,800 
起 債 368,900 
その他 0 
一般 1,746 

44 より良い部活動

の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
スポーツ庁の「運動部活動の在り方に関する総合的なガ

イドライン」、兵庫県教育委員会の「いきいき運動部活動（４
訂版）」を踏まえ、部活動を持続可能なものとするため、よ
り適切な部活動のあり方の検討を進める。 

 
【事業の内容】 
〇部活動指導員の配置 

・顧問が未経験の種目を担当している中学校運動部活動
に専門的な指導ができる外部指導員をモデル的に配置
する。 

 
〇「中学校における運動部活動の指導の手引き」の改訂 

  ・「ノー部活デー」の設定日を増やす、活動時間の上限を
設定するなど、活動日、活動時間の更なる見直しを図
る。 

 
〇中学校運動部活動と地域スポーツクラブとの連携 

・こどもを学校だけでなく地域全体でサポートするため、
学校運動部活動と地域スポーツクラブが協働・融合し
たモデルクラブの導入を検討する。 
 

学校教育課 

6,739 

 

 

国・県 1,997 
起 債 0 
その他 0 
一般 4,742 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

45 コミュニティ・ス

クールの推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
「地域ぐるみでこどもの健やかな育ちを支える活動の推

進」という「第２期 あかし教育プラン」にある基本方針の
もと、学校・家庭・地域社会が連携して、こどもたちの学
びと育ちの充実を図るため、モデル校の取り組みを参考に、
コミュニティ・スクール（ＣＳ）を更に推進する。 

 
【事業の内容】 
〇全小学校への学校運営協議会の設置 
・学校評議員制度に代わり学校運営協議会を設置し、校
長が作成する「学校運営の基本方針」の承認や各校で
の取り組みなどの協議を行い、コミュニティ・スクー
ルの推進を図る。 
 

学校教育課・ 

青少年教育課 

3,200 

 

 
国・県 100 
起 債 0 
その他 0 
一般 3,100 

46 スクールソーシ

ャルワーカーの

充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
複雑・多様化した学校が抱える課題に対応するため、教

育分野の知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識を有す
るスクールソーシャルワーカーを配置し、学校と外部福祉
関係機関との連携、学校内におけるチーム体制の構築や保
護者の支援等、児童生徒が置かれた環境に働きかけ、状況
を改善する。 

 
【事業の内容】 
〇全中学校区へのスクールソーシャルワーカーの配置 

スクールソーシャルワーカーを全13中学校区に週１回
配置する。 
・中学校区内各学校において、校長等の命を受けて、課
題のある児童生徒への指導、支援、情報収集及び置か
れた環境への働きかけ 

・児童相談所、福祉事務所等の関係機関とのネットワー
クの構築、連携、調整 

・学校内におけるチーム体制の構築、支援 など 
 

児童生徒支援課 

12,680 

 

 
 

国・県 4,226 
起 債 0 
その他 0 
一般 8,454 
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４ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

47 「本のまち明石」

の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  こどもたちが本に親しむ環境整備を促進し、「こころの豊
かさ」を育むとともに、「やさしいまち」「教養・文化の薫
り高いまち」としての魅力を一層高めるため、いつでも、
どこでも、誰でも、手を伸ばせば本に届く「本のまちづく
り」を進める。 

 
【事業の内容】 
〇ブックスタート・ブックセカンドの継続実施 
・家庭で本に親しむ機会を提供し、親子等のコミュニケー
ションを深めるため、４か月及び３歳児健診時に合わ
せて、すべての幼児を対象に、読み聞かせや絵本を手
渡す取り組み等を実施する。 

 
〇あかし保育絵本士の養成 
・読書推進活動はもとより、就学前教育の一層の充実を
図るため、幼稚園教諭や保育士を対象に、こどもと絵
本の関わり方についての研修を行い、明石市オリジナ
ルの資格「あかし保育絵本士」を養成するとともに、
更なる能力向上に向けた取り組みを拡充する。 

 
〇移動図書館車の活用 
・大型車と小型車の移動図書館車（２台）で、医療機関
や高齢者施設等を含む市内全域を巡回し、市内のすみ
ずみまで本を届ける。 

 
〇学校司書配置の拡充 
・８名から14名に拡充し、すべての小・中学校に学校司
書を配置し、学校図書の更なる活用を進める。 

 
〇全中学校でのビブリオバトルの実施 
・読書推進活動の一環として、生徒の読解力、表現力、
他者に対する理解力等の向上を図るため、すべての中
学校でビブリオバトルを実施する。 

 
 〇明石ゆかりの作家による講演会等の開催 
   

青少年教育課

・政策室 

441,616 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 996 
一般 440,620 
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５ 共生社会に向けた取り組み 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

48 ユニバーサルデ

ザインのまちづ

くり 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  共生社会の実現に向けて、誰もが安全で快適に移動する
ことができるまちにするため、年齢や性別、障害の有無に
かかわらず様々な市民の視点に立ったまちづくりを推進す
る。 

 
【事業の内容】 
〇「（仮称）ユニバーサルツーリズムセンター」の整備 
 ・ＪＲ西日本グループの連携協力のもと、明石駅前にお

いて、ユニバーサルツーリズム情報などを提供する観
光案内所、誰もが利用しやすいユニバーサルデザイン
の公共トイレなどを備える施設の整備 

 
〇「（仮称）ユニバーサルデザインのまちづくり実行計画」

の策定 
 ・交通事業者、公共施設管理者などの関係事業者や、高

齢者、障害者などを含む利用者と「ユニバーサルデザ
インのまちづくり協議会」を運営し、協議する。 

 ・障害当事者との現地調査や協議会による検討などを踏
まえて、全市域を対象としたユニバーサルデザインの
まちづくりの取組方針、重点的に取り組みを行う地区、
取組内容などを規定する実行計画の策定 
 

政策室 

120,293 

 

 

国・県 34,600 
起 債 61,200 
その他 0 
一般 24,493 

49 総合福祉センター

新館の開設 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  「やさしいまちづくり」や「共生社会ホストタウン」の
発信拠点として、新たに総合福祉センター新館を2019年４
月に開設する。 

 
【事業の内容】 
 〇施設概要 
  ・延床面積 約510㎡（２階建て） 
   １階：多目的ホール（兼ユニバーサル卓球場）、ロビー、

事務所 
   ２階：交流スペース兼飲食スペース、会議室兼ボラン

ティア活動室、打ち合わせ室 
   外構：多目的広場（障害者スポーツ、福祉体験ゾーン） 
  
〇実施事業 

  ・ユニバーサル卓球や各種障害者スポーツの体験イベン
トなどの実施 

・様々な福祉的課題に対する講演や研修会などの実施 
・「食」を通して気づきと支え合いを育む『みんな食堂』
の実施 

・障害者雇用による、交流スペースにおける喫茶軽食類
の提供 

・センター利用者に対する啓発展示、障害者の作品展示
など 

・地域福祉の担い手となるボランティアへの活動支援 
 

福祉総務課 

58,029 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 58,029 
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５ 共生社会に向けた取り組み 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

50  更生支援の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  共生のまちづくり、安全・安心のまちづくりのため、2019
年度に施行される「明石市更生支援及び再犯防止等に関す
る条例」に基づき、高齢者や障害者など、支援を必要とす
る人たちが、罪を犯したことにより社会から孤立し、再犯
に至ることがないよう、地域で再スタートができる適切な
支援につなぐ取り組みを行う。 

 
【事業の内容】 
 〇更生支援ケース対応 

・捜査・公判段階の人に対する支援（入口支援）及び刑
務所等から出所する人に対する支援（出口支援）を実
施 
(社会福祉士などの専門職を配置する法人に更生支援 
コーディネート事業として業務委託) 

  
〇関係機関の連携構築のための情報交換・情報共有など 
・明石市更生支援ネットワーク会議の開催 
・明石市更生支援推進調査検討会の開催 
・市町村再犯防止等推進会議への参画 
・全国矯正施設所在自治体会議への参画 

 
〇市民啓発イベントの開催 
・名称：あかし更生支援フェア 
・時期：2019年７月 
・場所：あかし市民広場(予定) 
・内容：更生支援に関する講演 

えきまえ矯正展(神戸刑務所 他) など 
 

地域総合支援室 

9,038 

 

 

 

国・県 5,599 
起 債 0 
その他      0 
一般 3,439 

51 （仮称）あかしイ

ンクルーシブ条

例の制定に向け

た取り組み等 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  これまで進めてきた「やさしいまちづくり」をさらに大
きな視点でとらえ、マイノリティや社会的弱者、こどもか
らお年寄りまで、すべての人たちが大切にされる共生社会
を実現していくため、条例制定に向けた取り組みなどを推
進する。 

 
【事業の内容】 

共生社会の実現に向け、「心のバリアフリー」と「ユニ
バーサルデザインのまちづくり」を２つの柱として、以下
の取り組みを進める。 

  ・2019年12月（仮称）あかしインクルーシブ条例の制定
に向けた取り組み 

  ・2020年東京パラリンピック１年前イベントとして市民
参加型のユニバーサル交流イベントの実施 

  ・事業者や高校生などを対象とした障害者や高齢者への
対応方法を学ぶ研修の実施 

  ・市民を対象としたユニバーサル啓発講演会の実施 
 

福祉総務課 

13,852 

 

 
 

国・県 10,389 
起 債 0 
その他 0 
一般 3,463 
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５ 共生社会に向けた取り組み 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

52 犯罪被害者等に

対する支援の充

実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  犯罪被害者等が受けた被害の軽減及び回復を図るため、
犯罪被害者等を取り巻く厳しい環境に配慮した新たな支
援策を設け、継続的かつきめ細やかな支援を行う。 

 
【事業の内容】 
・総合相談窓口の設置、各種の情報提供等 
・支援金、貸付金並びに刑事裁判手続き及び民事裁判手続
きに参加する場合の旅費の補助等の経済的支援 

・家事援助、介護支援者の派遣、一時保育に要する費用補 
助、家賃補助、転居費用の補助等の日常生活の支援 

・再提訴等支援、真相究明支援 
・立替支援金 
・教育関係費支援、就労準備金支援（新規） 
 

市民相談室 

8,596 

 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 3,350 
一般 5,246 

53 ＬＧＢＴ施策の

推進 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  ＬＧＢＴなど性的少数者に対する理解を深め、多様性を
認め合い、すべての人にやさしいまちの実現に向け、市民
への啓発や職員に対する研修を実施する。 

 
【事業の内容】 
 ・あかしヒューマンフェスタなどの啓発行事でのＬＧＢＴ

当事者や学識者等による講演 
・人権啓発冊子や人権ＤＶＤの活用 など 
 

人権推進課 

791 

 

 

 
 

国・県 544 
起 債 0 
その他 0 
一般 247 

54 人にも動物にも

やさしいまちプ

ロジェクト 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  「人と動物の共生による ぬくもりとやすらぎのあるま
ち明石」を基本方針に、動物愛護の更なる推進を図るため、
今年度の取り組みに加え、「人にも動物にもやさしいまちプ
ロジェクト」として、動物センターの土曜日開庁による譲
渡会の実施をはじめ、市民、各種団体、企業などと協働を
図り、譲渡事業、啓発事業等、更には教育分野での取り組
みを行う。 

 
【事業の内容】 
〇関西中核市初の土曜日開庁と譲渡会の実施 
・土曜日開庁により市民の利便性を向上する。 
・平日の譲渡に加えて、土曜日に譲渡会を年12回程度実
施するなど、譲渡率の更なる向上を図る。 

 
〇獣医師による出前授業の開催 

  ・「考えてみよう どうぶつのこと いのちのこと」を
テーマに、市内小学校に出向き、人と動物が共に幸せ
に暮らすことを学び考える取り組みを実施する。 

  ・モデル校として市内小学校２～３校を指定、対象学年
は２年生とする。 
  

〇“動物愛護事業サポーター制度”の新設 
・市が進める動物愛護事業を“サポーター”として応援
していただける各種団体、企業などを募集し認定する。 

・ホームページやセンター内における団体名等の掲載、
認定オリジナルグッズの配付などを行う。 

 

あかし動物 

センター 

800 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般   800 
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５ 共生社会に向けた取り組み 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

55 ユニバーサル歯

科診療所の設置 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  一般歯科での治療が困難な市民も利用できる診療体制の
充実や医療との連携強化を図るため、障害者等歯科診療所
について、市民病院の敷地内への移転及び医療機器等設備
の整備を行い、ユニバーサル歯科診療所へと充実する。 

 
【事業の内容】 
 〇施設概要 
  ・延床面積 約350㎡（２階建て） 
  ・供用開始 2020年４月（予定） 
 （2019年度） 
  ・建設工事の実施 
  ・運営体制等の検討（診療日時の拡充や常勤の専門医師

等の運営体制の強化、病院患者の口腔ケアなど医科歯
科連携の実施） 

  

保健総務課 

252,943 

 

 
 

国・県  0 
起 債 250,100 
その他 0 
一般 2,843 

56 ＵＤタクシー導

入補助金の創設 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  オリンピック・パラリンピックに向けて、共生社会ホス
トタウンとして、誰もが利用しやすいＵＤ（ユニバーサル
デザイン）タクシーの導入を促進するため、事業者に対し
て、導入費用の補助を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇県内初のＵＤタクシー導入補助金の創設 
  ・１台あたり上限30万円 
 
※ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシー 
 健常者、障害者、高齢者、妊産婦、ベビーカー利用のこ
ども連れの人、大荷物を持った旅行者など、様々な人が
利用できる構造を持つタクシー車両 

 

都市総務課 

6,000 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般 6,000 

 


